「あなたならどうする？」３択クイズ
※正解を選ぶのではなく，自分がそうだと思ったことを選んでください。
１．友達とのＳＮＳやメールで，相手に対し「ウザい」「キモい」「氏（死）ね」なとど書いてもよい。
　　Ａ）自分の思っていることであれば、書いてもよい
　　Ｂ）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうだん),冗談)っぽくなら，書いてもよい
　　Ｃ）自分が書かれていやなことは書くべきではない。自分が書かれていやなことは相
手もいやなことだと思う
２．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とくめい),匿名)の掲示板なら，誰かの悪口やうわさ話も書いてもよい。
Ａ）自分が書いたとバレなければ何を書いてもよい。バレないから大丈夫
Ｂ）本当のことなら書いてもよい。事実なんだから構わない
Ｃ）自分が書かれていやなことは書くべきではない。自分が書かれていやなことは相
手もいやなことだと思う
３．面白い写真なら相手が特定される写真でも，ＳＮＳやブログ，プロフで公開したり，友達や交際相手などに送るのはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ていこう),抵抗)がない。
Ａ）面白い写真は他の人に見せたいので，EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ていこう),抵抗)ない
Ｂ）すぐに消せば大丈夫だからEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ていこう),抵抗)ない
Ｃ）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ていこう),抵抗)がある。写っている本人の了解をもらったうえで，誰に見られても困らない写真しか公開したり，送ってはいけない
【指導者用】「あなたならどうする？」３択クイズ
※正解を選ぶのではなく，自分がそうだと思ったことを選んでください。
１．友達とのＳＮＳやメールで，相手に対し「ウザい」「キモい」「氏（死）ね」なとど書いてもよい。
　　Ａ）自分の思っていることであれば、書いてもよい
　　Ｂ）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうだん),冗談)っぽくなら，書いてもよい
　　Ｃ）自分が書かれていやなことは書くべきではない。自分が書かれていやなことは相手もいやなことだと思う

２．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とくめい),匿名)の掲示板なら，誰かの悪口やうわさ話も書いてもよい。
Ａ）自分が書いたとバレなければ何を書いてもよい。バレないから大丈夫
Ｂ）本当のことなら書いてもよい。事実なんだから構わない
Ｃ）自分が書かれていやなことは書くべきではない。自分が書かれていやなことは相手もいやなことだと思う

３．面白い写真なら相手が特定される写真でも，ＳＮＳやブログ，プロフで公開したり，友達や交際相手などに送るのはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ていこう),抵抗)がない。
Ａ）面白い写真は他の人に見せたいので，EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ていこう),抵抗)ない
Ｂ）すぐに消せば大丈夫だからEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ていこう),抵抗)ない
Ｃ）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ていこう),抵抗)がある。写っている本人の了解をもらったうえで，誰に見られても困らない写真しか公開したり，送ってはいけない

【メモ】軽い気持ちで書き込んだ言葉でも，相手を傷つけてしまうことがある。


　　　　誹謗中傷の書き込みは，いじめにつながり、場合によっては犯罪となることも


ある。








【メモ】匿名であろうが，名前を明らかにしようが，誰かの悪口などを書くことは、　


　　　　その人の人権を侵害することであり、絶対にやってはいけない。また，匿名


　　　　の掲示板でも，誰が書き込んだか特定することができる。悪質な書き込みで


　　　　相手の名誉を傷つけた場合は，名誉棄損や損害賠償で訴えられることもある。





【メモ】個人が特定される写真を無断で公開することはプライバシーの侵害にあたり，写真が原因でトラブルに発展したり，犯罪に巻き込まれたりすることもある。一度流出した画像はあっという間に拡散し、半永久的に消すことができなくなるため、慎重に行動する。








